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コピュラ文における名詞匂の意味機能について*
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ついて多くの研究がなされ(cf.Halliday 1967， Higgins 1979， Declerck 1988，三上 1953，Kuno 1970，久野



















































































(9) 彼女が欲しいものは、バッグと指輪と高級化粧品だ。 (丹羽 2004:138-9) 
帰属関係は、 Aが集合Bの構成要素であるという関係、言い換えれば、 Aが集合Bに帰属するという
関係である。 (10)のように、 AとBが問一関係にある場合と、 (11)のように、 AとBが包摂関係にある
場合とがある。
(10) 山田氏はこの会社の社長だ。













































(15) 1田氏はこの会社の社長だ。(丹:]:]2004: 139) 
この文を、 AIW田氏」が集合B1この会社の社長Jの構成要素という関係にある、「帰属文Jであると
う。帰属文においては、 Bは集合の任意の一要素を指示し、 Aはその一要素と同…であることが示され













































(18) a. Reagan is (the) President ofthe U.S.A. 




(19) Bill is someone who is wise enough to know that his marriage to Mary would be in danger if 
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c. 自衛誌の派遣されるところは非戦闘地域だo 2) (措定文)
(構成要素) (集合)
自衛i家は非戦闘地域にしか行かないというが、非戦闘地域とはどこだ、という間いに対して、首相が(21a)





















































(29(=15)) 山田氏はこの会社の社長だ。 (丹羽 2004:139) 
もう一度、丹羽による (29)の説明を見ておこう。

























































(34) John is a doctor. He has been *him / *it / one since 1960. (Kuno 1970: 355) 
英語の叙述名詞勾を受けることができる代名詞は、 oneである。副詞のsoも用いられる。
(35) a. John is a nice guぁandBill is one， too. 
b. John is a nice guあandso is Bill. 
日本語においても、叙述名詞勾は、指示的名詞匂のように「彼Jゃ f彼女」で受けることはできない。
副詞の「そうjが用いられる。
(36) 太部は大学生です。実は5年前からずっと*彼/*それ/そうです。 (上林 1988:66) 
次に、英語の変項名詞匂を見てみよう。 Kuno(1970)の挙げる例を見ると、可能なのはitだけであるよ
うに思われる。
(37) The leader ofthe party is Johnson. *He /え'One/ *The one / Ithas been him since 1960. 
(Kuno 1970: 356) 
しかし、実際はそうではなく、 theoneも用いられる。この選択には、語}I&も関与していると思われる。
(38) A: We fir叫 thoughtMary is the one who murdered Smith but later found out that John is 
the murderer. 
a. B: *Are you sure John is it? 
b. B:やAreyou sure John is he / him? 
c. B: Are you sure John is the one? 
d. B: *Are you sure John is one? 
(39) a. Smith's murderer-it's John. 
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b. ?Smith's murderer-he is John:l 
c. *Smith's mur・derer-theone is John. 
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